












メコン・ウォッチは、
メコン川流域国の開発を監視し、
その弊害の回避・軽減に努めるNGOです。

21 世紀に入ってから、援助機関は、開発の最重要目標として「貧困削減」を掲げる
ようになりました。ところが、開発を進めるなかで生じる環境破壊や強制的な立ち
退きなどによって、生活手段や居住場所を奪われる人たちがあとをたちません。開
発は、必ずしも人びとを豊かにするわけではなく、むしろ開発によって人びとが貧
困化し、自分たちの力で生活を成り立たせることができなくなる例がしばしば見受
けられます。

メコン・ウォッチは、メコン河流域国における開発事業や開発政策の影響を監視す
る活動を行っている環境 NGO です。わたしたちの願いは、メコン河流域の人びと
が開発によって被害を受けることなく、河川や森林など豊かな自然資源に根ざした
暮らしを続けられることです。そのために、開発事業によって影響を受ける人びと
との対話を通じて、人びとが直面している問題を理解し、そうした問題を援助政策
決定者・実施者と議論し、政策や計画に反映させる提言活動を行っています。開発
が貧困化をまねかないように調査・監視・提言することは、直接貧困を削減するこ
とと同じくらい、場合によってはそれ以上に、大切な人道的支援であり、住民のエ
ンパワーメント（意思決定権の強化）であると考えています。






